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北海道地方小委員会及び北海道地方小委員会及び
計画段階評価について

平成２８年１２月１日平成２８年１２月１日

国土交通省 北海道開発局国 交通省 北海道開発局



北海道地方小委員会について

１．目的１．目的

直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、意見を聴取

すること等を目的として設置

直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、意見を聴取

すること等を目的として設置

２．主な議題等２．主な議題等

すること等を目的として設置。すること等を目的として設置。

①計画段階評価

②新規事業採択時評価

①計画段階評価

②新規事業採択時評価②新規事業採択時評価

③地方における道路事業の効率的な実施についての意見聴取

②新規事業採択時評価

③地方における道路事業の効率的な実施についての意見聴取

３．組織３．組織

社会資本整備審議会 道路分科会 事業評価部会社会資本整備審議会

（国土交通省）（国土交通省）

北海道地方小委員会

道路分科会 事業評価部会
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北海道地方小委員会

（北海道開発局）（北海道開発局）



事業進捗と事業評価の流れ

＜事業進捗と事業評価の流れ（公共事業（直轄事業等））＞＜事業進捗と事業評価の流れ（公共事業（直轄事業等））＞

計画段階 事業実施 開通

（５年継続）（５年継続）

（３年未着工）

（再評価後３年経過毎） （完了後５年以内）

（新規事業採択） （着工） （完了）

計画段階評価 新規事業採択時評価 再評価 事後評価

【計画段階評価】 新規事業採択時評価の前段階において、政策目標を明確化した上で、複数案の比較・評
価を行うもの。

【新規事業採択時評価】

【再評価】

新規事業の採択時において、費用対効果分析を含め、総合的に実施するもの。

事業継続に当たり、必要に応じて見直しを行うほか、事業の継続が適当と認められない
場合には事業を中止するもの
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【完了後の事後評価】

場合には事業を中止するもの。

事業完了後の事業の効果、環境への影響等の確認を行い、必要に応じて、適切な改善
措置、同種事業の計画・調査のあり方等を検討するもの。
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計画段階評価について
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第三者委員会

（北海道地方小委員会）

※ステップ毎に住民・関係者等へ情報提供や意見聴取。



計画段階評価対象箇所

■計画段階評価対象箇所

凡 例

開 通 区 間

■計画段階評価対象箇所

・北海道横断自動車道（網走線） 端野～高野

事業中区間

調査中区間 □□□

オホーツク海

北海道横断自動車道（網走線）
端野～高野

オホ ツク海

日本海日本海

北海道横断自動車道

太平洋太平洋
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函館・江差
自動車道
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